
学
と
提
携
し
て
、
純
機
械
的
…
に
索
引
を
作
る
方
法
を

考
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
申
し

分
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
実
現
に
な
お
寄
書
の
月
日

を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
現
在
の
時
点
に
お
い
て
何
を

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
現
在
の
索
引
編
纂
事

業
と
そ
の
当
馨
者
に
対
し
て
、
経
済
的
に
も
精
神
的

に
も
も
っ
と
も
っ
と
支
援
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
編
纂
に
当
る
も
の
を
縁
の
下
の
力
持
ち
に
し
て

お
く
べ
き
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
献
身
的
努
力
に

の
み
期
待
す
る
の
は
含
醜
語
で
は
な
い
。
当
事
者
の

労
が
大
ぎ
い
だ
け
に
、
慰
労
は
さ
ら
に
大
き
く
あ
る

べ
き
で
あ
り
、
こ
う
い
う
事
業
に
対
す
る
社
会
全
体

の
支
援
、
な
か
ん
ず
く
学
界
の
真
に
精
神
的
な
支
援

と
、
政
府
や
財
界
の
経
済
的
な
支
援
と
に
よ
っ
て
、

当
購
者
が
誇
り
を
も
っ
て
能
率
飾
に
仕
事
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
な
環
境
を
、
少
し
ず
つ
で
も
作
っ
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
B
5
一
〇
七
八
頁
　
昭
和
三
五
年
三
月
　
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
刊
）
　
　
　
　
　
（
川
勝
義
雄
）

ム試

出口

　
す
で
に
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
本
年
七

月
実
施
を
醒
標
に
、
郵
便
料
金
の
値
上
案
が
国
会
に

上
提
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
値
上
案
に
よ
り

ま
す
と
、
「
史
林
」
の
場
合
、
現
行
一
部
当
り
一
六

円
が
実
に
四
〇
円
と
な
り
、
史
学
研
究
会
の
財
政
に

文
字
通
り
破
壊
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
史
学
研
究
会
の
主
唱
に
よ
り
下
記
学
協
会
魯

位
の
賛
同
を
得
て
、
日
本
学
術
会
議
に
要
望
書
を
提

出
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
学
術
会
議
で
は
幸
い
に
も

要
望
を
い
れ
ら
れ
ま
し
て
種
々
活
動
を
は
じ
め
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
事
態

を
よ
く
認
識
さ
れ
、
要
望
書
の
実
現
に
御
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

　
会
　
員
　
各
　
位

要

望

こ
の
た
び
発
表
さ
れ
た
郵
便
料
金
改
正
案
に
よ
れ

ば
、
我
々
の
学
協
会
機
関
誌
の
郵
送
料
は
、
大
幅
値

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
協
会
の
運

営
に
深
甚
な
る
打
撃
を
あ
た
え
、
学
問
研
究
の
発
達

を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
学
協
会
機
関

誌
の
郵
送
料
負
担
が
現
状
以
上
に
増
大
し
な
い
よ

う
、
田
本
学
徳
会
議
に
お
い
て
善
処
さ
れ
ん
こ
と
を

要
望
す
る
。

　
（
説
明
）
改
正
案
に
よ
れ
ば
、
第
三
種
郵
便
物
（
月

　
刊
誌
等
）
は
五
〇
％
、
第
五
種
郵
便
物
（
隔
月
刊

　
・
季
刊
網
引
）
は
実
に
一
五
〇
％
の
値
上
げ
が
予

　
定
さ
れ
て
い
る
。
原
案
通
り
実
施
さ
れ
る
な
ら
ば
、

　
各
学
協
会
の
経
理
は
重
大
な
影
響
を
う
け
、
と
く

　
に
隔
月
刊
・
季
刊
等
第
五
種
郵
便
で
発
送
す
る
機

　
関
誌
を
発
行
し
て
い
る
学
協
会
に
あ
っ
て
は
、
致

　
命
的
打
撃
を
う
け
る
。
例
を
史
学
研
究
会
の
「
史

　
林
」
　
（
隔
…
月
刊
A
5
判
一
六
〇
頁
約
一
九
〇
グ
ラ

　
ム
）
に
と
る
な
ら
ば
、
現
行
一
六
円
の
郵
送
料
は

　
一
躍
四
〇
門
と
な
り
、
二
四
円
の
値
上
が
り
と
な

　
る
。
近
時
の
印
刷
代
の
値
上
が
り
と
い
え
ど
も
一

　
都
あ
た
り
数
円
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
実
に
二

　
四
円
の
値
上
が
り
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

　
予
定
さ
れ
る
郵
送
料
は
会
費
（
一
部
当
り
一
五
〇

　
円
）
に
対
し
て
二
七
％
を
占
め
る
に
い
た
り
、
も

　
は
や
学
会
の
経
常
費
を
も
っ
て
し
て
は
支
出
不
可

　
能
で
あ
る
。
以
上
の
「
史
林
」
の
例
は
、
同
一
の

　
割
合
を
以
て
各
学
協
会
に
妥
当
す
る
こ
と
は
い
う

　
ま
で
も
な
く
、
改
正
案
が
原
案
逓
り
実
施
さ
れ
る

　
な
ら
ば
、
各
学
協
会
は
何
れ
も
そ
の
運
営
に
深
甚

　
な
る
影
響
を
蒙
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
下
記
学
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協
会
一
同
の
名
に
お
い
て
、
善
処
さ
れ
ん
こ
と
を

要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
一
二
十
六
年
一
月
二
十
一
口
説

　
代
表
者
　
京
都
大
学
文
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
智
勇

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
歴
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
大
　
谷
　
史
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
経
済
学
会

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
学
会

　
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
基
督
教
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
入
文
地
理
学
会

　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
経
済
学
会

　
　
　
　
　
　
　
同
志
椎
大
学
商
学
会

　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
人
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
法
学
会

　
　
　
　
　
　
　
東
洋
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
日
本
史
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
日
本
西
洋
焚
学
会

　
　
　
　
　
　
　
日
本
中
国
学
会

　
　
　
　
　
　
　
仏
　
教
　
史
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
文
　
化
　
奥
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
人
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
龍
　
　
谷
　
　
学
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
社
会
学
会

　
　
　
　
　
　
　
耀
谷
大
学
真
宗
学
会

　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
仏
教
学
会

鴇
本
学
術
会
議
会
長

　
　
和
達
清
夫
殿

田
隈
編
集
後
記
嬉
野

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
太
変
お
そ
く
な
り
ま
し
た
こ
と

を
お
詑
び
い
た
し
ま
す
。
予
定
通
り
お
手
許
に
と
委

員
一
同
大
い
に
気
を
も
み
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
印

醐
所
の
七
情
で
ど
う
に
も
な
ら
ず
か
く
は
お
く
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
次
第
で
、
あ
し
か
ら
ず
お
許
し
下
さ

い
ま
す
よ
う
。
と
こ
ろ
で
印
刷
の
事
情
と
申
し
ま
す

と
、
御
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
諸
物
価

の
上
昇
が
反
映
し
て
最
近
約
一
一
露
呈
の
盛
上
が
り
を

み
て
お
り
ま
す
。
加
う
る
に
別
項
の
よ
う
な
郵
税
の

値
卜
山
が
り
骨
か
企
山
図
さ
れ
、
昭
和
一
二
十
六
＃
†
度
は
、
史

学
研
究
会
に
と
っ
て
大
き
な
危
難
の
年
と
な
り
そ
う

で
す
。
も
と
よ
り
私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
全
力
を
あ

げ
て
克
服
の
方
途
を
墓
門
す
覚
悟
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
も
、
事
態
を
よ
く
認
識
い
た
だ
き
、
一
億
の
御

協
力
を
お
願
す
る
次
第
で
す
。

　
先
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
本

誌
の
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
類
の
掲
載
は
、
日
本
史
・
東

洋
史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、
各
学
科
内
部

は
時
代
・
地
域
順
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
書
評
・
紹
介
も
こ
れ
に
順
じ
ま
す
。
念
の
た
め
、

も
う
一
度
申
し
添
え
ま
す
。
　
　
　
（
横
山
裕
男
）

一
整
国
運
か
朋
」
五
衰
卿
欄
　
　
定
価
一
八
O
円

　
史
　
　
林
　
（
第
鴎
四
巻
第
二
号
）

　
　
　
　
京
郡
宙
左
京
区
吉
購
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
魯
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
晦
7
5
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
贋
七
条
御
所
ノ
内
策
町
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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